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「憲法九条」

未来に向つて

限りなく生かそう

相模原北公園にて 雨 宮和雄撮影

総
会
開
催
の
御
案
内

「退
職
者
こ
だ
ま
会
」
第
万
回
定
期
総
会

緑
に
風
馨
る
こ
の
頃
、
み
な
さ
ん
お
元

気
で
お
過
し
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

こ
の
と
こ
ろ

「
日
本
国
憲
法
」
が
俎
上

に
の
は
り
平
和

。
人
権

・
民
主
主
義
が
脅

か
さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
で
「九
条
の
会
」

が
次

つ
ぎ
に
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

税
金
は
上
り
年
金
は
下
が
る
、
医
療
や

介
護
保
険
な
ど
も
高
齢
者
や
身
体
障
害
者

い
じ
め
の
方
向

に
強
ま

っ
て
き

て
い
ま

す
。
否
応
な
し
に
私
た
ち
の
生
活
は
圧
迫

さ
れ
、
ま
す
ま
す
暮
し
難
く
な

っ
て
き
て

い
ま
す
。

今
年
度
の
総
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
諸
問

題
に
立
ち
向

い
、
み
な
さ
ん
の
知
恵
を
出

し
合

っ
て
論
議
を
深
め
て
、
突
破
口
を
見

出
だ
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

み
な
さ
ん
、
お
誘

い
合
せ
て
ご
参
加
下

さ
い
。
様
ざ
ま
な
声
を
期
待
し
て
お
り
ま

す
。

●
と
　
き

六
月
二
二
国
内

午
後
１
時
３０
分
１
４
時
３０
分

●
と
こ
ろ

神
奈
川
自
治
会
館

七
階
七
〇

一
十
七
〇
三
号
室

（電
話
）
０４５
‐
６６４
‐

７
５
０
０

●
交
　
通

桜
木
町
ま
た
は
横
浜
駅
か
ら
、
バ
ス
で

神
奈
川
自
治
会
館
前
下
車
徒
歩

一
分

み
な
と
み
ら
い
線
日
本
大
通
り
駅
下
車

３
番
出
口
徒
歩
三
分

●
総
会
議
案

二
十
五
頁
を
御
覧
下
さ
い
。

●
展
示
　
　
短
歌

・
写
真

退
職

さ
れ
て
未
加
入

の
方
も
当
日
来

場

・
入
会
大
歓
迎
で
す
。
皆
さ
ん
お
誘

い

合
せ
て
御
出
席
下
さ
い
。
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♪
　
　
総
会
終
了
の
あ
と
、
２
階

「
ラ
　
♪

ル
　
ウ
ン
ジ
は
ま
風
」
に
お
い
て
恒
例

”

♪
　
の
懇
親
会
を
開
き
ま
す
。
　
　
　
　
♪

♪

　

約

一
時
間
飲
物

・
軽
食
を
召
上
　
♪

”
り
な
が
ら
楽
し
く
語
ら
い
、
カ
ラ
ル

♪
オ
ケ
、
踊
り
な
ど
で
心
温
ま
る
一　
♪

”
刻
を
と
も
に
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。　
ル

♪
　
　
　
　
　
　
　
（会
費
二
千
円
）
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二
〇
〇
五
年

（平
成

一
七
年
）
度

経

過

報

告

Ｉ

〈
ラ
年
度
の
特
徴
的
な
活
動

今
年
度
会
の
活
動
で
特
徴
的
な
と
り
く

み
は
、
①

「神
奈
川
県
職
員
九
条
の
会
」

結
成
に
協
力
し
、
活
動
に
も
積
極
的
に
参

加
し
て
き
た
こ
と
、
②
こ
だ
ま
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
立
上
げ
、
そ
の
充
実
に
と
り
く

ん
で
き
た
こ
と
で
す
。

１

「県
職
員
九
条

の
会
」
結
成
と
参
加

の
と
り
く
み

会
の
結
成
に
至
る
経
過
は
、
先
に
知
識

人

・
文
化
人
九
氏
に
よ
り
作
ら
れ
た

「九

条
の
会
」
の
ア
ピ
ー
ル
に
基
づ
き
、
準
備

会
打
合
せ
に
よ
り
、
昨
年
１２
月
８
日
夜
、

県
民
セ
ン
タ
１
２
階
ホ
ー
ル
に
お
い
て
、

憲
法
九
条
を
守
る
誓
を
新
た
に
結
成
総
会

が
開
か
れ
ま
し
た
。

会
と
し
て
も
準
備
会

へ
の
出
席
を
は
じ

め

「県
職
員
九
条
の
会
」
加
入
の
呼
び
か

け
と
結
成
総
会

へ
の
参
加
を
幹
事
会
に
図

り
、
と
り
く
み
ま
し
た
。

総
会
当
日
の
参
加
者

一
六
〇
人
、
そ
の

う
ち
こ
だ
ま
会
か
ら
の
参
加
は
四
〇
人
で

し
た
。

な
お
、
三
月
末
現
在
の
こ
だ
ま
会
か
ら

の
会
員
は
九
〇
人
を
超
え
て
い
ま
す
。

２
　
こ
だ
ま
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
立
上
げ

と
充
実

へ
の
と
り
く
み

昨
年
１０
月
発
行
の
会
報
７０
号
で
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
よ
る
情
報
提
供
の
充
実
を
お
知

ら
せ
し
ま
し
た
が
、
専
門
知
識
を
有
す
る

幹
事
、
会
員
そ
の
他
有
志
の
ご
協
力
に
よ

り
、
１１
月
に
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
オ
ー

プ
ン
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
だ
、
メ
ニ
ュ
ー
は
少
な
い
で
す
が
今

後
、
掲
載
項
目
等
の
充
実
に
努
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

工
　
趣
味
活
動
と
会
員
参
加
の
会
報
づ
く
り

会
員
の
趣
味
や
特
技
を
生
か
し
て
交
流

を
深
め
る
活
動
も
前
年
度
に
引
続
い
て
実

施
さ
れ
ま
し
た
。
　

　

（　
）
内
は
参
加
者

○
文
学

・
歴
史
紀
行

１
回
、
１１
月

（７
人
）

○
歴
史
教
室

講
義
　
２
回
、
６
月
、
１１
月
（１７
‐
‐９
人
）

散
策
　
２
回
、
９
月
、
３
月
（１２
‐
‐４
人
）

ｏ
楽
し
い
俳
句
教
室

毎
月
第
３
木
曜
日
　
　
　
（１３
１
‐５
人
）

○
食
と
文
化
を
楽
し
む
会

２
回
、
７
月
、
１１
月

（１６
１
・７
人
）

○
囲
碁
同
好
会

毎
月
第
１
日
曜
日

　

（１２
‐
２０
人
）

○
壮
年
部
共
催
料
理
教
室

１
回
、
９
月

（２．
人
）

○
北
海
道
ス
キ
ー
旅
行

０６
年
１
月

（２２
人
）

世
話
人
の
方
が
た
、
本
当
に
ご
苦
労
を

お
か
け
し
ま
し
た
。
深
く
感
謝
す
る
と
共

に
こ
れ
か
ら
も
お
世
話
下
さ
る
方
が
増
え

る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

会
員
相
互
を

つ
む
ぎ
合
わ
せ
る
会
報
は
、

年
金
、
医
療
、
介
護
、
健
康
づ
く
り
な
ど

の
情
報
、
趣
味
活
動
や
高
齢
者
運
動
、
基

地
再
編
強
化
反
対
の
と
り
く
み
な
ど
の
様

子
を
計
画
ど
お
り
年
４
回
、
提
供
し
て
き

ま
し
た
。

会
報

６８
‐
７‐
号
延

４０
頁
、
三
里
か
な
情

報
と
会
員
参
加
″
の
目
標
は
達
成
で
き
た

と
思

い
ま
す
。

田
　
本
西
員
加
入
状
況
と
会
計
収
支
の
推
移

今
年
度
の
加
入
者
は
年
会
員
八
人
、
終

身
会
員
は
四
六
人
、
計
五
四
人
で
し
た
。

加
入
の
働
き
か
け
は
、　
一
月
下
旬
十
二

月
中
旬
の
職
員
課
主
催

の
退
職
者
説
明
会

４
回
と
県
職
労
各
支
部
で
開
か
れ
た
退
職

者
の
集

い
で
行
な
い
ま
し
た
。

ま
た
、
県
職
労
機
関
紙
で
も
退
職
予
定

者
に
火
災
共
済
な
ど
、
こ
だ
ま
会
加
入
に

よ
る
継
続
を
呼
び
か
け
て
も
ら
い
ま
し
た
。

会
結
成
か
ら
２‐
年
、
会
員

一
、
一
一〇
〇

人
を
超
え
、
終
身
会
員
が

９０
％
以
上

に

な

っ
て
い
る
会
の
今
後

の
推
移
を
考
え
る

と
、
中
長
期
的
に
収
支
の
両
面
を
見
直
し
、

次
回
の
総
会
で
討
議
を
お
願

い
し
た
い
と

思

い
ま
す
。

Ⅳ
　
本
西
の
運
営
と
共
同
の
と
り
く
み

会

の
業
務
を
効
率
的
に
進
め
る
た
め
、

毎
月
第

一
週
に
四
役
の
打
合
せ
を
、
１０
月

か
ら
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
準
備
の
た
め
、
関

係
幹
事

の
参
加
に
よ
る
事
務
局
打
合
せ
を

行
な
い
、事
務
作
業
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

そ
の
他
、
会
報
の
発
送
作
業
や
趣
味
活
動

の
と
り
く
み
に
つ
い
て
も
世
話
人
の
方
が

た
の
協
力
に
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

他
の
退
職
者
会
と
の
共
同
の
と
り
く
み

で
は
五
月
の
県
内
平
和
行
進
や
自
治
労
連

県
退
職
会

の

「手
づ
く
り
文
化
祭
」
等
に

参
加
し
て
き
ま
し
た
。

今
後
、
行
事

へ
の
参
加
や
活
動
の
組
織

化
の
あ
り
方
に
つ
い
て
会
の
現
状
を
ふ
ま

えヽ
、
結
論
を
見

い
出
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

な
お
、
総
会

・
役
員
選
出
で
は
、
１０
月

の
自
治
労
運
県
退
職
者
会
総
会
で
前
年
度

に
引
続

い
て
五
人
の
役
員

（会
長

・
事
務

局
次
長

・
幹
事
二
人

・
会
計
監
査
）
を
、

ま
た
県
高
齢
期
運
動
連
絡
会
に
も
幹
事

一

人
を
送
り
、
活
動
に
協
力
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
全
国
の
自
治
体
退
職
者
会

と
も
交
流
を
進
め
る
た
め
、
全
国
自
治
体

退
職
者
会
連
絡
会
に
も
参
加
し
、
東
京
近

隣
と

い
う
こ
と
か
ら
事
務
局
運
営
に
も
協

力
し
て
い
ま
す
。

連
絡
会
で
は
毎
年
三
月
に
年
金
改
善
を

中
心
と
し
た
交
渉
を
厚
生
労
働
省
年
金
課

と
続
け
て
き
て
お
り
、
本
年
も
三
月

一
五

日
に
実
施
し
ま
し
た
。
　
　
　
（ｌｏ
頁
参
母



二
〇
〇
六
年

（平
成

一
八
年
）
度

運

動

方

針

（案
）

Ｉ
　
わ
た
く
し
た
ち
を
め
ぐ
る
情
勢

小
泉
自
民

・
公
明
内
閣
は
、
「行
政
改

革
断
行
内
閣
」
と
称
し
て
、
財
界
の
意
向

を
受
け
な
が
ら
、
本
格
的
な
大
増
税

・
大

負
担
増
路
線
を
走
り
、
さ
ら
に
社
会
保
障

制
度
の
全
面
改
悪
を
実
施
、
国
民
の
所
得

格
差
を
増
大
さ
せ
、
貧
困
層
は

一
〇
年
前

の
八
％
代
か
ら

一
五

・
三
％

（二
〇
〇
二

年
で

一
所
帯
年
所
得
二
五
八
万
円
）
に
増

大
、
生
活
保
護
世
帯
は

一
九
九
五
年
の
六

〇
万

一
九
二
五
世
帯
が
、
二
〇
〇
五
年

一

一
月
に
は

一
〇
四
万
人
六
六

一
世
帯
に
増

大
し
、
教
育
扶
助
や
就
学
援
助

（生
活
保

護
世
帝
及
び
生
活
保
護
に
準
ず
る
所
得
水

準
世
帝
）
が
三
〇
％
を
越
え
る
よ
う
な
「格

差
社
会
」
を
つ
く

っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
平
和
の
問
題
で
は
、
憲
法
改
悪

草
案
を
発
表
し
、
そ
の
実
現
に
向
け
た
「国

民
投
票
法
案
」
の
国
会
提
出
を
ね
ら
つ
て

い
ま
す
。

松
沢
県
知
事
は
、
政
府
の
地
方
制
度
調

査
会
が
推
進
す
る
道
州
制
に
積
極
的
に
贅

成
し
、
機
構
縮
小

・
指
定
管
理
者
制
度
の

導
入

・
民
営
化
を
積
極
的
に
進
め
、
職
員

の
大
幅
削
減
と
福
祉
制
度
の
改
悪
を
進
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
岩
国
の
国
民
投
票
に
つ
い
て
基

地
問
題
は
国
の
責
任
問
題
で
あ
り
、
自
治
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一般会計 2005年 (平成17年)度 収支決算書
支 出           (2005 4 1～ 2006 331)単 位 i円

積立金会計 2005年 (平成17年)度 収支決算書
支 出           (2005 4 1～ 2006 331)単 位 :円

会計監査報告

2005年(平成17年)度 一般会計、積立金会計について、それぞれの収支証拠書類、預金通帳等の監査を

実施した結果、適正かつ妥当に執行されているものと認めます。

項   目 予算額 決算額 摘   要 項   目 予算額 決算額 摘  要

1年  会  費 240,000 2501000 03、000×83回+1‐000円 1事 務 局 費 850 000 830 662

2終 身 会 費 1 500,000 1,150,000 ⑦25,000×46人 2行  動  費 300(000 285.460

3 県職労連交付金 6851000 685,000 3広  報  費 950、000 820,907

4事 業 収 入 850 000 954,203 4総  会  費 450 000 408、98

5雑  収  入 116 977 2921941 5会 議 費 400、000 335 090

6積 立金取崩し 700、000 730 126 6通  信  費 250 000 177 068

7寄  付  金 0 0 7弔  慰  金 80 000 65 000

8繰  入  金 0 116 938 20周年記念事業会計繰入 8負  担  金 50、000 40、000

9前 年度繰越金 758、023 7581023 9積  立  金 1.500,000 11316(000 終身会費積
と 1200000円

繰入全精立   116000円

10予  備  費 20,000 0

11次 年度繰越金 658,063

合   計 418501000 4、937 231 合   計 4,850、000 419371231

項   目 予算額 決算額 摘   要 項   目 予算額 決算額 摘   要

前年 度 繰 越 金 13 141 632 13,141,632 本 年 度 支 出 700,000 730,126

本 年 度 収 入 11503.368 1 317 639

内
　
訳

積 立  金 1,500,000 11316.000

息 次 年 度 繰 越 金 13 945 000 13 729 145

計 L4,645,000 14、459.271 ハ
ロ 計 14 645 000 14 459 271

鈴木志げ子 ③監査 古怒田富士一 ③
2006年 4月 18日
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体
の
投
票
は
な
じ
ま
な
い
と
、
や
や
批
判

的
な
発
言
を
し
て
い
ま
す
。

１
　
年
金
…
二
〇
〇
四
年
に

「
一
〇
〇
年

安
心
の
年
金
改
革
」
と
称
し
て
、
二
〇

一
七
年
ま
で
保
険
料
の
引
き
上
げ
給
付

の
引
き
下
げ
が
強
行
採
決
さ
れ
、
今
年

は
年
金

一
元
化
と
称
し
て
、
共
済
年
金

の
大
幅
な
改
悪
が
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
料
が
月
額
二
八
〇
円

ア
ッ
プ
。
国
民
年
金
保
険
料
が
○

・
三

五
四
％
ア
ッ
プ
で
、
給
付
額
は
物
価
ス

ラ
イ
ド
で
○

・
三
％
削
減
さ
れ
ま
す
。

共
済
年
金
は
、　
一
元
化
に
向
け
三
階

立
て
の
廃
止

（月
二
万
円

の
削
減
）
、

保
険
料
を
二
〇

一
〇
か
ら

一
七
年
に
か

け
て
四

・
六
％
程
度
の
引
き
上
げ
、
さ

ら
に
企
業
年
金

に
相
当
す
る
創
設
に

は
、
退
職
金
の
三
分
の

一
を
当
て
る
な

ど
の
検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
　
医
療
…
二
〇
〇
二
年
に
高
齢
者
の
負

担
増
、
二
〇
〇
三
年
に
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

の
三
割
負
担
に
続

い
て
、
今
年
も
医
療

費
大
改
悪
が
計
画
さ
れ
、
医
療
費
す
べ

て
三
割
負
担
、
限
度
額
の
引
き
上
げ

・

高
齢
者
医
療
制
度
の
創
設
が
検
討
さ
れ

て
い
ま
す
。

七
〇
歳
以
上
の
高
齢
者
医
療
は
、　
一

〇
月
か
ら
二
割
か
ら
三
割

（現
役
並
み

所
得
者
）
負
担
、
長
期
入
院
者

の
食
住

費

の
保
険
適
用
外

（月
約
二
人
、
○
○

○
円
増
）
な
ど
の
改
悪
が
実
施
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

３
　
介
護
…
二
〇
〇
五
年
の
介
護
保
険
制

度
の
改
悪
で
、
ホ
テ
ル
コ
ス
ト
代
、
食

事
代
の
徴
収
、
介
護

〔Ｉ
〕
を
支
援

〔工
〕

に
分
割
、
な
ど
介
護
が
受
け
ら
れ
な
い

状
態
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
障
害
者
支
援
法

の
改
悪
は
、

「応
能
負
担
」
が

「応
益
負
担
」
で
、

す
べ
て

一
割
負
担
と
な
り
、
要
介
護
認

定
に
つ
い
て
も
、
介
護
認
定
調
査
に
障

害
者
判
定
項
目
二
七
項
目
を
加
え
な
が

ら
五
〇

・
四
％
が
二
次
判
定
で
変
更
、

精
神
障
害
者
に
あ
た

っ
て
は
、
二
七

・

八
％
が
非
該
当
が
該
当
に
変
更
さ
れ
る

よ
う
な
状
況
で
す
。

４
　
税
制
…
二
〇
〇
五
年
か
ら
二
〇
〇
七

年
に
か
け
て
税
制
改
悪
が
連
続
的
に
改

悪
さ
れ
、
年
金
控
除
、
高
齢
者
控
除
な

ど
が
無
く
な
り
、
所
得
税

・
住
民
税
が

か
か
り
、
税
制
改
悪
に
運
動
し
て
国
民

健
康
保
険
料
、
介
護
保
険
料
の
ラ
ン
ク

が
上
が
り
さ
ら
に
負
担
増
が
続
き
ま
す
。

５
　
平
和
…
ア
メ
リ
カ
軍
の
地
球
規
模
で

の
機
能
強
化
、
ア
メ
リ
カ
と
と
も
に
戦

争
す
る
同
盟
国
の
軍
事
協
力
を
受
け
て
、

自
民

・
公
明
与
党
は
、
憲
法
第
九
条
を

改
正
し
、
日
本
を
軍
事
大
国
と
す
る
た

め
に
国
民
投
票
法
を
国
会
に
提
案
し
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
基
地
の
強
化

・
永
久
化

に
反
対
す
る
自
治
体
ぐ
る
み
の
た
た
か

い
が
全
国
的
に
広
が
り
、　
一
一
都
道
県

一
〇
〓
の
自
治
体
が
反
対
表
明
を
し
運

動
を
強
め
て
い
ま
す
。

岩
国
市
で
は
、
基
地
強
化
に
つ
い
て
、

「賛
成
岩
反
対
」
の
住
民
投
票
が
お
こ
な

わ
れ
、
投
票
率
五
八

・
六
八
％
で
反
対

が
有
権
者
の
過
半
数
を
超
え
ま
し
た
。

ま
た
、
憲
法
改
悪
を
許
さ
な
い
九
条

の
会
が
全
国
で
四
〇
〇
〇
を
越
え
て
組

織
さ
れ
て
い
ま
す
。

工
　
活
動
の
目
標
と
計
画

１
　
憲
法
の
改
悪
に
反
対
し
、
平
和

。
人

権

・
民
主
主
義
を
守
る
運
動
を
推
進
し
ま

す
。
「県
職
員

９
条

の
会
」
と
連
携
し
、

憲
法
９
条
擁
護
の
運
動
を
進
め
ま
す
。

２
　
昨
年
か
ら
所
得
税
の
老
年
者
控
除
が

廃
止
さ
れ
る
と
と
も
に
、
年
金
基
礎
控
除

が
切
り
下
げ
ら
れ
、
高
齢
者
の
税
負
担
が

強
化
さ
れ
ま
し
た
。
税
負
担
の
増
大
は
私

た
ち

の
暮
ら
し
に
重
圧
を
加
え

て
い
ま

す
。
高
額
所
得
者
の
所
得
税
率
や
大
企
業

の
法
人
税
率
は
引
き
上
げ
、
庶
民
の
税
負

担
は
引
き
下
げ
る
よ
う
要
求
し
ま
す
。
消

費
税
率
の
引
き
上
げ
に
反
対
し
ま
す
。

３
　
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
改
悪
、
高

額
療
養
費
負
担
の
引
き
上
げ
、
混
合
診
療

制
度
の
導
入
に
反
対
し
、
高
齢
者
医
療
制

度

の
充
実
を
目
指
し
、
運
動
し
ま
す
。

４
　
高
齢
者
の
多
く
に
と

っ
て
唯

一
の
収

入
源
で
あ
る
年
金
の
引
き
下
げ
に
反
対
す

る
と
と
も

に
、
介
護
保
険
料

の
引
き
上

げ

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
制
限
や
利
用

料

の
引
き
上
げ
に
反
対
し
ま
す
。
高
齢
者

社
会
保
障
制
度
の
充
実
を
目
指
し
、
自
治

労
連
退
職
者
会
を
初
め
、
要
求
で

一
致
す

る
諸
団
体
と
協
力
し
、
高
齢
期
運
動
を
推

進
し
ま
す
。

５
　
い
ざ
と

い
う
と
き

に
備
え

て
、
火

災

。
自
動
車

・
交
通
災
害
共
済
、
ガ
ン
保

険

・
医
療
保
険
な
ど
の
福
利
厚
生
事
業
を

行

い
ま
す
。

６
　
法
律
、
年
金
、
税
金
、
介
護
保
険
、
成
年

後
見
、
相
続

・
遺
言
、
住
宅

の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
な
ど
の
問
題
で
お
困
り
の
方
に
は

信
頼
で
き
る
専
門
家
を
紹
介
し
ま
す
。

７
　
退
職
者
会
の
事
務
局
は
、
毎
週
火
曜

日
、
午
前
１０
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で
開
い

て
い
ま
す
。

▼
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
充
実

０５
年

１１
月
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
が
、
い
ま
①
県
職
員
９
条
の

会
②
退
職
時
に
知

っ
て
お
き
た
い
知
識
と

手
続
き
③
現
行
年
金
制
度
の
概
要
④
Ｑ
＆

Ａ
成
年
後
見
制
度
⑤
Ｑ
＆
Ａ
遺
言
書
の
つ

く
り
方
⑥
こ
だ
ま
会
報

（６４
号
以
降
）
②

趣
味

の
会
活
動
⑥
会
員
だ
よ
り
な
ど
を
掲

載
す
る
と
と
も
に
、
神
奈
川
県
職
労
運
や

地
方
自
治
体

（神
奈
川
県
及
び

一
部
の
市
）

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
リ
ン
ク
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

っ
て
県
職
労
連

の
活
動
内
容
や
地
方
自
治
体
の
高
齢
者
向

け
施
策
等
の
検
索
が
可
能
で
す
。

今
後
は
、
年
金

。
医
療
保
険

口
介
護
保

険
制
度
に
関
す
る
情
報
の
充
実
を
図
る
と

と
も
に
、
こ
だ
ま
会
の
日
常
活
動
に
関
す
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る
お
知
ら
せ

・
報
告
、
地
方
自
治
体
の
動

き
、
基
地
問
題
、
高
齢
期
運
動
な
ど
に
つ

い
て
も
、
掲
載
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。
特

に
、会
員
の
活
動
や
近
況
を
知
ら
せ
る
「
お

た
よ
リ

コ
ー
ナ
ー
」
は
み
な
さ
ん
の
ひ
ろ

ば
で
す
。
メ
ー
ル
で
お
便
り
を
お
寄
せ
く

だ
さ
い
。

▼
会
報
の
発
行

会
員
に
親
し
ま
れ
る
会
報
の
発
行
を
目

指
し
ま
す
。
発
行
計
画
は
次
の
通
り
で
す
。

▼
趣
味
の
会
活
動

現
在
、
次
の
よ
う
な
趣
味
の
会
が
活
動

し
て
い
ま
す
。

①
囲
碁
同
好
会
　
毎
月
第
１
日
曜
日

○
楽
し
い
俳
句
教
室
　
毎
月
第
３
木
曜
日

○
歴
史
教
室
　
年
間
講
義
２
回
、散
策
２
回

○
食
文
化
を
楽
し
む
会

（菜
膳
料
理
）

夏
、
秋
２
回

○
楽
し
い
料
理
教
室

（壮
年
部
と
共
催
）

○
文
学

・
歴
史
紀
行
　
春
、
秋
の
２
回

○
ス
キ
ー
ツ
ア
ー
　
欠
基
エ

趣
味
の
会
は
世
話
人
の
高
齢
化
や
病
気

等
に
よ
り
活
動
が
続
け
ら
れ
な
く
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
趣
味
の
会
活
動
を
充
実

す
る
た
め
に
は
、
事
業
を
企
画
し
、
実
行

に
移
す
世
話
役
が
不
可
欠
で
す
。
こ
う

い

う
こ
と
を
や

っ
て
み
た
い
と
お

っ
し
ゃ
る

方
が
現
れ
る
の
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

一般会計 2006年 (平成18年)度 収支予算 (栗)
支 出           (2006 4 1～ 2007 331)単 位 i円

積立金会計 2006年 (平成18年)度 収支予算 (案)
支 出          (2006 4 1～2007 331)単 位 :円

‖又

入

項   目 予 算 額 摘 要 項   目 予算額 摘 要

1年  会  費 240、000 ②3,000×80回 1事 務 局 費 850 000

2終 身 会 費 1,200 000 @251000× 48人 2行  動  費 3501000

3 県職労運交付金 6851000 3広  報  賛 9501000

4事 業 収 入 900 000 4総  会  費 450 000

5雑  収  入 216,937 5会  議  費 400,000

6積 立金取崩し 700、000 6通  信  費 250、000

7寄  付  金 0 7弔  慰  金 80,000

8前 年度繰越金 658,063 8負  担  金 50、000

9積  立  金 1 200、000

10予 工
栢 費 20、000

計 4.600,000 4、600、000

項   目 予 算 額 摘 要 項   目 予算額 稿 要

前 年 度 繰 越 金 13,729,145 本 年 度 支 出 700.000

本 年 度 収 入 112011855

内

訳

積 立  金 1 200 000

息 次 年 度繰 越 金 14‐231.000

ハ
ロ 計 14,931、000 計 14 931 000

〕

楽
し

い
処
木

の
会

趣
味

の
会
は
、
長
生
き
の
散
歩
道

ご

一
緒
に
歩
き
ま
し

ょ
う
″

旭
山
動
物
園
に
も
行

っ
た

北
海
道
富
良
野

ス
キ
ー
旅
行

こ
だ
ま
会
の
ス
キ
ー
は
１
月
皿
日
側
―

・４
日
働
、
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
に
３

泊
し
、
男
女
同
数
の
２２
人
が
参
加
し
ま
し

た
。
総
費
用
は
６
２
、
９
０
０
円
。

羽
田
を
７
時
３５
分
に
た
ち
旭
川
着
９
時

１０
分
、
１１
時
ご
ろ
ホ
テ
ル
着
。
セ
時
に
は

ス
キ
ー
場

へ
。

３４
年

ぶ
り

に
ス
キ
ー
を
す
る
私
は

ス

キ
ー
教
室
に
入
リ
ホ
テ
ル
そ
ば
の
斜
面
で
、

指
導
員
と

一
対

一
で
板

の
つ
け
方
、
歩

き

・
登
り
方
等
を
教
わ
る
。
費
用
は
２
時

間
で
３
、
５
０
０
円
だ

っ
た
。

夕

・
朝
食
の
バ
イ
キ
ン
グ
。
品
数
も
多

く
て
お
い
し
く
、
毎
日
か
わ
り
、
お
し
る

こ

ｏ
３
種
の
シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
は
大
好
評
。

一
番
う
れ
し
か

つ
た
の
は
、
１２
日
に
念

願
の
旭
川
市

「旭
山
動
物
園
」
に
行
き
、

ベ
ン
ギ
ン
の
散
歩
を
は
じ
め
、
海
中
に
あ

る
円
筒
状
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
の
中
を
た
て

に
く
る
く
る
泳
ぐ
ア
ザ
ラ
シ
、
海
の
中
で

自
由
自
在
に
遊
ぶ
ホ
ッ
キ
ョ
ク
グ
マ
を
目

の
前
で
観
察
で
き
た
こ
と
だ

つ
た
。
か

つ

て
廃
園
の
危
機
に
あ

っ
た
時
、
飼
育
職
員

1 _ … .  , 1



2006年(平成18年)6月 1日 神奈ナ|1県職労退職者こだま会報 第 72 号 (6)

の
知
恵
と
ア
イ
デ
ア
か
ら
生
ま
れ
た
動
物

の
あ
る
が
ま
ま
の
生
態
展
示
に
、
歓
声
を

あ
げ

っ
ぱ
な
し
だ

っ
た
。
女
性
有
志
の
「行

き
た
い
わ
ね
」
の
声
で
す
ぐ
ま
と
ま
り
男

性
も
含
め
１１
人
が
参
加
。

‐４
日
、
私
は
会
員
の
榎
本
指
導
員
に
付

き
添
わ
れ
３４
年
ぶ
り
に
リ
フ
ト
に
乗
り
、

高

い
と
こ
ろ
に
あ
る
ス
キ
ー
場
で
ボ
ー
ゲ

ン
初
挑
戦
。
親
切
丁
寧
な
指
導
の
お
か
げ

で
何
と
か
長

い
距
離
を
滑
り
お
り
る
こ
と

が
で
き
た
。
や

っ
た
イ
と

い
う
感
じ
を
久

し
ぶ
り
に
味
わ

っ
た
。

全
員
け
が
も
な
く
帰
路
に
つ
い
た
が
、

羽
回
近
く
で
強
風
と
大
雨
の
た
め
待
機
。

安
全
無
視
の
日
航
ゆ
え
少
し
心
配
し
た
が

１
時
間
お
く
れ
の
発
時
に
無
事
に
若
陸
。

初
体
験
ば
か
り
の
私
を
さ
り
げ
な
く
カ

早
春

の
信
州

の
鎌
倉

別
所
温
泉

の
古
塔
巡
り
と

上
国
城
跡
を
訪
ね
て

歴
史
教
室

・
信
州
―
泊
研
修
旅
行

３
月
２６
日
冊
午
前
１０
時
す
ぎ
、
総
勢
１２

名

（女
７
男
５
）
東
京
駅
よ
り
長
野
新
幹

線
の
来
客
と
な
る
。
別
所
温
泉
に
午
後
早

目
の
到
着
。
旅
館
に
荷
物
を
預
け
、
中
村

猪

一
郎
講
師
の
案
内
で
安
楽
手
、
常
楽
寺
、

北
向
観
音
堂
に
。
旅
館
七
草
の
湯
に
宿
泊

夜
は
、
温
泉
と
美
味
の
料
理
、
そ
し
て
地

ビ
ー
ル
な
ど
に
歓
談

の
輪
が
拡
が

っ
た
．

３
月

２７
日

例
　
マ
イ

ク

ロ
バ

ス
を

チ
ャ
ー
タ
ー
し
ベ
テ
ラ
ン
バ
ス
ガ
イ
ド
の

案
内
で
、
塩
田
平
の
古
塔
め
ぐ
―サ
と
ｉ
田

城
跡
に
。
夕
方
の
長
野
新
幹
線
で
無
事
束

京
駅
に
到
着
し
、
旅
を
閉
じ
る
。

以
下
、
訪
れ
た
主
な
凱
光
地
を
紹
介
し

ま
す
。

安
楽
寺

唐
様
の
回
宝
八
角
三
重
塔
は
、
八
角
形

で
は
国
内
唯

一
。　
一
見
す
る
と
四
重
塔
に

見
え
る
が
、
一
番
下
は
も
こ
し

（ひ
さ
し
）

で
あ
る
。

北
向
観
音
堂

北
に
あ
る
長
野
善
光
寺
に
向

い
て
い
る

観
音
様
を
ま

つ
っ
て
あ
る
。
巨
木
桂

（愛

染
か
つ
ら
）
が
あ
る
。

龍
光
院

塩
田
北
条
氏
の
菩
提
寺
。
記
銘
の
な
い

墓
標
が
直
立
し
て
い
る
。
鎌
倉
幕
府
減
亡

バ
ー
し

て
く
れ

た
同
室

の
女
性

二
人
を

は
じ
め
、

榎
本
指

導
員
、

参
加
者

の
み
な

さ
ん
、

あ
り
が

レ
や

つ

／

（虻
川
弘
子
）

後
の
報
復
を
恐
れ
て
と
の
こ
と

，
こ
こ
の

聖
観
音
様
は
、
傾

っ
そ
―サ
と
し
て
い
て
女

性
的
で
し
た
。

前
山
寺

「未
完
成

の
」
三
重
塔
は
、
二
、
三
層

に
縁
と
手
す
り
が
な
い
が
、
塔
全
体
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
お
り
美
し
い
。

大
法
寺

「見
返
り
の
塔
」
国
宝
三
重
塔
は
、
純

和
様
形
式
に
あ

い
ま

っ
て

一
、
二
、
三
階

と
塔
の
幅
の

「近
減
率
」
が
大
き
く
、
更

に
美
し
さ
を
増
し
て
い
る
。
当
時
の

「束

山
道
」
の
に
ぎ
や
か
さ
が
、
偲
ば
れ
る
。

他
に
訪
れ
た
の
は
、
常
楽
寺
、
中
禅
寺
、

塩
野
神
社
、
生
島
足
島
神
社
、
上
回
城
跡

で
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（湯
川
　
勉
）

●
歴
史
教
室

・
散
策

当
麻
古
道
の
古
利
を
訪
ね
る

こ
の
と
こ
ろ
歴
史
散
策
は
晴
天
に
恵
ま

れ
る
こ
と
が
少
な
い
の
で
す
が
、
四
月
十

七
日
は
久
し
ぶ
り
に
早
春
の
陽
射
し
の
下

で
散
策
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
回
の
参
加
者
は
講
師
ほ
か
十
四
人
、

コ
ー
ス
は
テ
ー
マ
に
も
あ
る
と
お
り
八
王

子
か
ら
厚
木
方
面

へ
向
か
う
古
道

の
当
麻

道
に
沿

っ
て
寺
社
と
古
墳
を
巡
る
内
容
で

し
た
。

い
ま
ま
で
と
違

い
格
別
な
人
格
や

伝
説
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
境
内
を
歩
き
な
が
ら
そ
こ
に
あ
る
も

の
に
触
れ
て
、
講
師
か
ら
説
話
や
戒
律
を

聞
く
な
ど
景
観
と
共
に
堪
能
し
た

一
日
で

し
た
。

ま
た
各
寺
院
と
も
に
創
建
が
鎌
倉
時
代

後
期
と
さ
れ
、
時
代
的
に
は

一
遍
上
人
が

時
宗
を
開

い
た
頃
の
開
山
に
あ
た
り
、
ち

ょ
う
ど
農
民
層
の
勃
興
し
た
頃
に
当
た
る

よ
う
で
、
そ
れ
ぞ
れ
本
堂
は
建
て
直
さ
れ

て
い
る
も
の
の
、
立
派
な
山
門
と
広
大
な

境
内
を
構
え
て
い
て
当
時
の
雰
囲
気
を
伝

え
て
い
ま
し
た
。

昼
食

の
後
は
予
定
し
た
寺
院
と
古
墳
の

他
に
市
の
有
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
福

国
家
長
屋
門
に
寄
り
、
次

い
で
下
溝

の
八

幡
宮
に
参
拝
し
ま
し
た
。
社
は
上
溝

の
亀

ヶ
池
八
幡
宮
の
分
霊
を
受
け
て
建
立
し
た

と

い
わ
れ
て
お
り
、
別
院
の
不
動
堂
に
安

置
さ
れ
て
い
る
不
動
明
工
坐
像
は
市
の
重

別所温泉 七 草の湯前で 17r藤善治撮影
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要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、
そ

の
画
像
を
一界
の
隙
間
か
ら
拝
覧
し
て
最

終
の
清
水
寺

へ
行
き
、
下
満
の
駅
に
到

着
し
て
散
策
は
終
了
。

今
回
の
コ
ー
ス
は
大
分
前
に
県
営

フ

ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
職
員
慰
安
会

で
通

っ
た
記
憶
が
あ

っ
た
が
、
当
時
の

回
園
風
景
も
今
は
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
町

中
の
通
路
と
少
し
も
変
わ
ら
な
い
状
況

と
な

っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
ど
の
家
も
ガ
ー
デ
エ
ン
グ
に

飾
ら
れ
て
い
て
、
奇
一麗
な
草
花
が
道
路

か
ら
眺
め
ら
れ
、
思

い
が
け
ず
お
花
見

気
分
で
終
わ

っ
た
楽
し
い
散
策
で
し
た
。

（中
澤
祥
浩
）

る

ヽ

ヽ

町

町

町

町

町

―１１

１１１

１１１

１１１

町

町

町

町

町

１１

ヽ

Ｈ

ヽ

Ｈ

ヽ

町

ヽ

ヽ

町

ｐ

ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〓

一　
マ７
主
生
回
”〃
”　
ヱ了
生
回
″
¨
手
上
回
〃
”　
一

呼

町

町

町

‐１

‐‐

ヽ

ヽ

ヽ

１

町

町

１１

町

町

ヽ

町

町

的

１１１

“

町

町

――――

町

町

町

Ｌ

●
食
文
化
を
楽
し
む
会

暑

い
夏
を
無
事
に
乗
り
切
る
に
は
、

日
々
の
食
が
大
事
で
す
。

と
　
き
　
７
月
１３
日
閃

１１
時
１
１５
時
３０
分

と
こ
ろ
　
横
浜
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

（桜
木
町
駅
前
）

テ
ー
マ
　
薬
膳
料
理
―
夏
を
健
や
か
に

過
す
た
め
に

講
　
師
　
上
野
多
恵
子
会
員

△
不
　
費

　

一
、
八
〇
〇
円

申
し
込
み
　
葉
書
で
事
務
局
迄

（電
話

の
場
合
０４５
‐
３
３
２
１

４
６
０
１

・
亀

井
）

●
図
碁
同
好
会

月
例
会
に
、気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
　
き
　
毎
月
第

一
日
曜
日
１１
時
―

６

月

４

日

　

７

月

２

日

８

月

６

日

と
こ
ろ
　
囲
碁
サ
ロ
ン
　
有
心

横
浜
駅
西
口
大
洋
ビ
ル
６
階

△
ム
　
費
　
エハ
○
○
円

申
込
み
先
は

こ
だ
ま
会
事
務
局

ＴＥ‐

０４５

‐

２‐２

‐

３

１

７

９

青
沼
慶
祐
ＴＥＬ
０４５
‐
７８２
‐

７
６
６
５

登
　
豊
吉
肌
０４５
‐
８２４
‐
７
１
５
５

●
俳
句
教
室

毎
月
第
二
木
曜
日
‐３
時
か
ら
‐６
時
頃

ま
で
、
こ
だ
ま
会
事
務
所
で
開

い
て
い

ま
す
。
春
と
秋
の
吟
行

（旅
先
で
句
会

を
催
す
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

初
め
て
の
方
も
大
歓
迎
、
楽
し
い
句

会
で
す
。

指
　
導
　
山
本

つ
ぼ
み
先
生

（阿
不
利
嶺
主
宰
）

費
　
七
〇
〇
円

程
　
６
月
２２
日
　
７
月
２０
日

８

月

２４

日

第
二
木
曜
１３
時

場
　
所
　
＞」だ
ま
会
事
務
局

申
し
込
み
、
問
合
せ
は
、
こ
だ
ま
会

事
務
局

（ＴＥＬ
０４５
‐
別
‐
３
１
７
９
）
ま

た
は
小
川
政
則

（ＴＥＬ
慨
１
７４２
‐
２
２
５

３
）
ま
で

●
歴
史
教
室

（講
義
）

と
　
き
　
６
月
１２
日
側
１０
時
―

テ
ー
マ
　
源
義
経
の
伝
説
地

参
加
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
連

絡
を
願
い
ま
す
。

日 会

無量光寺を訪ねる 佐 藤善治撮影

こ

だ

ま

俳

増
一
面
月
句
全

時
来
れ
ば
枝

の
折
れ
て
も
桜
か
な

　

丼
村
　
友
彦

桜
散
る
雌
松
の
幹

の
艶
や
か
さ

　

　

］序

春
雷
の
遠
く
聞
え
て
樹
々
ゆ
ら
ぐ

　

木
村

春
の
風
声
も
匂

へ
る
牧
場
か
な

　

　

白
石

つ
ば
め
舞
う
春
は
盛
り
の
祝
か
な

母
と
行
く
父
の
故
郷
花
盛
り

春
愁
や
わ
が
人
生
を
ふ
と
思
う

花
の
下
去
り
が
た
く
眼
鏡
か
け
直
す

中
村
　
桂
子

受
け
止
め
し
余
命
宣
告
花
筏
　
　
　

一三
井
　
光
子

桜
散
り
学
生
に
問
う
貧
困
を

　

　

　

湯
川

花
吹
雪
香
葉
子
悲
願
の
母
子
像

　

　

横
川
美
代
子

片
栗
や
山
路
漕
ぎ
来
る
車
椅
子

　

　

小
川

は
や
新
村
た
り
て
日
照
雨
を
燃
え
た
た
す山
本

つ

白
井
保
次
郎

島
回
多
嘉
子

鈴
木
志
げ
子

一
衛

武
子

為
康

水
草

ほ

み
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山
で
ス
キ
ー
は
た
ま
た
森
林
づ
く
り

「佃
か
な
が
わ
森
林
づ
く
り
公
社
」
で

お
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
岡
崎
明
さ
ん
を
訪

れ
、
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

○

―
―
―

―
―
―

○

北
海
道
生
れ
　
ス
キ
ー
は
大
学
で

高
校
生
の
時
か
ら
山
登
り
、
ス
キ
ー
に

憧
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、
当
時
の
受
験
雑

誌

『蛍
雪
時
代
』

の
大
学

・
学
部
の
案
内

に
、
農
学
部
の
林
業
科
は

「自
然
や
森
林

を
歩
き
ス
キ
ー
の
実
習
も
あ
る
」
趣
味
と

実
益
を
兼
ね
た
と
の
記
事
に
飛
び
付

い
て

宇
都
宮

へ
行

っ
た
も
の
で
す
。

当
然
、
森
林
保
護
学
の
那
須
温
泉
で
の

二
泊
三
日
の
ス
キ
ー
実
習
に
毎
年
参
加
。

県
に
入

っ
て
早
速

ス
キ
ー
部
に
入
部
。

当
時
は
部
が
発
足
し
て
間
も
な
く
、
指
導

員
は
も
ち
ろ
ん
バ
ッ
ヂ
テ
ス
ト
の
１
級
を

持

っ
て
い
る
人
も

一
―
二
人
し
か
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
早
く
部
員
の
中
か
ら
指
導
員

の
資
格
を
と

っ
て
、
部
の
ス
キ
ー
教
室
を

開
き
、
バ
ッ
デ
テ
ス
ト
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
た
い
と
仲
間
と
夢
中
に
な

っ
て
や
っ

た
も
の
で
す
。

今
で
も
年
１
１
２
回
は
ス
キ
ー
部
の
合

宿
に
参
加
し
た
り
、
ス
キ
ー
連
盟
の
指
導

員
研
修
会
等
に
参
加
し
、
な
ん
と
か
現
役

を
保

つ
努
力
を
続
け
て
い
ま
す
。

ス
タ
ー
ト
か
ら
到
達
点

ヘ

仕
事

の
方
も
、
ふ
り
返

っ
て
み
る
と
辛

い
厳
し
い
事
は
あ

っ
た
が
、
嫌
で
嫌

い
な

仕
事
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
林
業
職
と

し
て
採
用
さ
れ

一
番
最
初
は
県
有
林
事
務

所
に
配
属
さ
れ
て
、
山
林
か
ら
伐
り
出
し

て
貯
木
場
に
長
さ
毎
に
積
上
げ
て
あ
る
九

大

（素
材
）
の
大
さ
、
本
数
を
数
え
あ
げ
て

数
量

（材
積
）
を
測
定
す
る
仕
事
で
し
た
。

昭
和
４０
年
代
前
半
は
木
材
価
格
も
高
度

成
長
の
波
に
の
り
右
一肩
上
り
の
傾
向
で
、

材
木
屋
さ
ん
も
元
気

の
い
い
頃
で
、
立
木

や
素
材

（丸
太
）
を
売
払
う
際
に
、

い
く

ら
で
、
売
り
払
う
の
か
、
そ
の
予
定
価
格

の
評
価
を
任
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
緊
張

し
た
も
の
で
す
。
同
じ
林
業
職
で
も
、
実

際
に
森
林

（立
木
）
を
調
査
し
て
価
格
評

価
す
る
業
務
に
携
わ
れ
る
職
員
は
多
く
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

４０
年
代
後
半
以
降
は
、
自
然
保
護
の
世

論
が
高
ま
り
、
県
も
県
民
の
要
望
に
応
え

る
政
策
で
県
有
林
の
森
林
伐
採
量
を
大
幅

に
縮
小
し
ま
し
た
。
そ
う

い
う
意
味
で
当

時
の
経
験
は
、
そ
の
後
の
仕
事

で
も
、
退

職
後
の
森
林
公
社
で
の

「森
林
ミつ
く
り
の

県
民
運
動
」
に
お
い
て
も
大

い
に
役
立

っ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
あ
る
意
味
で
は
林
業

職
と
し
て
の
仕
事
を
森
林
の
伐
採

（収
穫
）

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
私
に
と

っ
て
は
、
罪

成
し
と
し
て
与
え
ら
れ
た
現
在
な

の
か

な
？
と
思
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

人
件
費
は
１０
倍
　
一立
木
価
格
は
不
変
今
と
昔

森
林

へ
の
手
入
れ
が
行
届
か
ず
深
刻
な

林
業
界
／
と
よ
く
い
わ
れ
る
の
は
ご
存
知

の
事
で
し
ょ
う
。
こ
と
の
原
因
は
私
の
経

験
か
ら
み
て
も
、
そ
の

一
番
は
物
価
の
優

等
生
と
い
わ
れ
る
卵
よ
り
も
、
相
対
的
に

安
く
な

っ
た
山
の

（立
木
）
の
価
格
に
あ

る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

昭
和
４０
年
の
私
の
初
任
給
は
約
２
万
円
、

そ

の
頃

の
山

の
立
木

の
価

格

は

ス
ギ

ｐ
ｏ
呂
円
／
３ｍ
ヽ
ヒ
ノ
キ
ろ
・言
ｏ
円
／
３ｍ
程

度
で
し
た
。
現
在
で
は
ど
う
で
し
ょ
う
。

大
卒
の
初
任
給
は
ほ
ぼ
２０
万
円
と
な
り
ま

し
た
が
、
立
木
の
価
格
は
全
国
平
均
で
ス

ギ
リ
・岩
ｏ
円
／
‘ｍ
、
ヒ
ノ
キ
Ｓ
・８
ｏ
円
／
３ｍ

と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
人
件
費
は
約
１０
倍

程
か
か
る
の
に
、
山
の
立
木
価
格
は
ほ
と

ん
ど
変
わ
ら
な
い
。

つ
ま
り
、
生
産
経
費

は
１０
倍
、
売
れ
る
値
は
４０
年
前
と
同
価
格
、

こ
の
た
め
経
営
者

で
あ
る
森
林
所
有

者
に
は
森
林

へ
の

手
入
の
意
欲
が
出

て
こ
な
く
な

っ
た

の
で
す
。

森
に
育
ま
れ

森
を
育
み

神
奈
川
県
に
は
約
瀕
・言
ｏ
ヘ
ク
タ
ー
ル

の
森
林
が
あ
り
ま
す
。
森
林
は
人
間
の
生

存
に
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な

い

「清
浄
な

水
や
、
空
気
」
を
育
み
、
災
害
を
防
止
し
、

美
し
い
環
境
を
形
成
す
る
な
ど
重
要
な
機

能
を
持

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
動
植
物
の

生
息

の
場
、
私
た
ち
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
場
で
も
あ
り
ま
す
。
森
林
か
ら
多
く

の
恵
み
を
受
け
、
豊
か
な
都
市
生
活
を
営

ん
で
い
ま
す
。

そ
の
お
返
し
と
し
て
、
側
森
林
づ
く
り

公
社
で
は
、
県
民
参
加
に
よ
る
森
林
づ
く

り
の
理
解
と
協
力
を
広
げ
、
深
め
る
た
め

の
普
及
啓
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一

つ
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
、
そ

の
人
た
ち
に
直
接
体
験
し
な
が
ら
、
森
林

や
林
業

の
大
切
さ
を
知

っ
て
い
た
だ
こ
う

と
し
て
い
ま
す
。

○

―
―
―
―
―
―

○

３
月
に

「公
社
」
を
退
職
さ
れ
、
北

海
道

の
お
父
上
の
介
護
を
さ
れ
る
そ
う

で
す
が
、
本
当
に
森
林
を
守
る
仕
事
が

大
好
き
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
。

（大
貫
貴
美
子
）
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離
婚
時
な
ど
の
年
金
分
割
制
度
に
つ
い
て

慨
年

の
厚
生
年
金
保
険
法
改
正

に
よ

り
、
Ｗ
年
４
月
１
日
か
ら
、
夫
婦
が
離
婚

し
た
場
合
、
老
後
に
受
け
る
老
齢
厚
生
年

金
を
そ
れ
ぞ
れ
分
け
合
え
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

団
塊
の
世
代
の
大
量
定
年
退
職
時
代
を

前
に
、
熟
年
離
婚

の
話
題
に
も
な

っ
て
い

る
よ
う
で
す
。

婚
姻
期
間
中
の
厚
生
年
金
加
入
期
間
の

年
金
額
は
、
現
在
は
夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
給

与
額
に
基
づ

い
て
計
算
さ
れ
る
た
め
、
働

き
な
が
ら
家
事

・
育
児
を
両
立
さ
せ
て
い

る
妻
の
ケ
ー
ス
で
は
、
夫
よ
り
極
端
に
収

入
が
少
な
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
共
働
き
の
夫
婦
が
離
婚
し
た
場

合
、
公
平
に
役
割
分
担
を
し
な
が
ら
家
庭

を
築

い
て
き
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
婚
姻

期
間
中
の
妻
の
年
金
額
が
非
常
に
少
な
く

な
る
不
公
平
が
生
じ
ま
す
。

そ
こ
で
、
共
働
き
の
夫
婦
が
離
婚
を
し

た
場
合
、
両
者
の
婚
姻
期
間
の
加
入
期
間

に
か
か
る
年
金

（老
齢
厚
生
年
金

・
障
害

厚
生
年
金
ま
た
は
共
済
年
金
）
の
２
分
の

１
を
上
限
に
妻
が
分
割
請
求
す
る
こ
と
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
婚
姻
期

間
中
に
妻
に
収
入
が
な
い
期
間

（
つ
ま
り

第
３
号
被
保
険
者
な
ど
の
期
間
）
が
あ
る

場
合
も
含
め
て
分
割
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

年
金
分
割
を
す
る
場
合
は
、
当
事
者
同

士
の
話
し
合

い
で
決
め
ら
れ
、
事
前
に
合

意
が
必
要

（合
意
は
公
正
証
書
に
よ
る
）

で
す
。
合
意
が
成
立
し
な

い
場
合
は
、
家

庭
裁
判
所

へ
申
し
立
て
、
そ
の
決
定
に
従

う
こ
と
に
な
り
、
そ
の
割
合
が
決
ま
れ
ば
、

社
会
保
険
事
務
所
に
分
割
の
請
求
を
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

法
律
の
施
行
が
来
年
の
４
月
１
国
か
ら

で
す
、
そ
れ
以
降
の
離
婚
か
ら
対
象
に
な

り
ま
す
。
な
お
、
分
割
請
求
で
き
る
の
は

離
婚
後
２
年
以
内
に
限
ら
れ
ま
す
。

一

に
妻
）
の
対
象
期
間
標
準
報
酬
総
額
の
割

合
）
の
決
定
を
行

い
ま
す
。
合
意
が
な
い

場
合
は
ど
ち
ら
か

一
方

の
申
し
立
て
が
あ

れ
ば
家
庭
裁
判
所
が
按
分
割
合
を
決
定
し

ま
す
。

按
分
割
合
は
、
両
者
の
対
象
期
間
標
準

報
酬
総
額
の
合
計
額
の
２
分
の
１
以
下
の

範
囲
以
内
で
決
め
ら
れ
ま
す
。

対
象
期
間
の
標
準
報
酬
の
分
割
は
、
標

準
報
酬
を
分
割
さ
れ
る
側

（主
に
夫
）
の

報
酬
の

一
部
を
、
受
け
る
側

（主
に
妻
）

に
分
割
譲
渡
す
る
か
た
ち
で
お
こ
な
わ
れ

ま
す
。

年
金
額
の
改

定
は
、
対
象
期

間
の
最
後
の
月

以
前
の
被
保
険

者
期
間
と
改
定

後
の
標
準
報
酬

を
基
礎
と
し
て

計
算
が
行
わ
れ
ま
す
。

分
割
を
受
け
た
側

（
一
般
的
に
は
妻
）

は
自
分
の
老
齢
厚
生
年
金
の
受
給
開
始
年

齢
か
ら
生
涯
増
額
と
な

っ
た
年
金
を
受
け

続
け
ま
す

（元
配
偶
者
が
死
亡
し
て
も
支

給
額
は
変
わ
り
ま
せ
ん
）
。

第
３
号
被
保
険
者
は

夫
の
年
金
の
５０
％
を
分
割
し
て
受
給

つ
ぎ
に
、
配
年
４
月
１
日
か
ら
の
改
正

で
、
第
３
号
被
保
険
者

（被
扶
養
配
偶
者

で
主
に
妻
）
期
間
の
間
は
、
夫
が
負
担
し

た
厚
生
年
金
保
険
料
を
妻
が
共
同
し
て
負

担
し
た
も
の
と
の
考
え
方
が
法
律
で
明
文

化
さ
れ
、
夫
婦
が
岨
年
４
月
１
日
以
降
離

婚
し
た
場
合

（ま
た
は
、
夫
の
所
在
が
長

期
間
不
明
で
あ
る
な
ど
相
応
な
事
情
あ
る

も
の
と
し
て
省
令
で
定
め
る
事
例
に
合
う

場
合
）
は
、
夫
の
被
保
険
者
期
間
中
に
妻

が
第
３
号
被
保
険
者
で
あ

っ
た
期
間

（船

年
４
月
１
日
以
降
の
期
間
で
、
特
定
期
間

と

い
う
）
の
夫
の
被
保
険
者
記
録
は
、
妻

か
ら
の
請
求
だ
け
で
合
意
が
な
く
て
も
夫

婦
双
方
に
自
動
的
に
５０
％
ず

っ
分
割
さ
れ
、

標
準
報
酬
の
決
定

（改
定
）
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
特
定
期
間
の

夫

の
標
準
報
酬
が
４０
万
円
だ
と
し
た
ら
、

夫
婦
そ
れ
ぞ
れ
の
こ
の
期
間
の
標
準
報
酬

が
２０
万
円
ず

つ
で
厚
生
年
金
に
加
入
し
た

も
の
と
み
な
さ
れ
ま
す
。

そ
の
結
果
、
夫
の
老
齢
厚
生
年
金
の
２

分
の
１
が
自
動
的
に
妻
に
分
割
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
分
割
は
岨
年
４
月
１
日

以
降
の
特
定
期
間

（第
３
号
被
保
険
者
期

間
）
に
限
ら
れ
ま
す
。

（
岨
年

３
月
以
前

の
期
間
は
合
意
が
必
要
で
す
。
）

分
け
方
は
婚
姻
期
間
中
の

標
準
報
酬
を
分
割
す
る
方
法
で
計
算

分
割
の
方
法
は
、
当
事
者
で
あ
る
標
準

報
酬
を
分
割
さ
れ
る
側

（主
に
夫
）
と
標

準
報
酬
の
分
割
を
受
け
る
側

（主
に
妻
）

の
合
意
の
も
と
に
、
婚
姻
期
間
等

（対
象

期
間
）
に
か
か
る
被
保
険
者
期
間
の
両
者

の
標
準
報
酬

（岨
年
４
月
以
降
は
賞
与
報

酬
も
含
む
）
の
改
定

（決
定
）
請
求
と
按

分
割
合

（両
者
の
対
象
期
間
標
準
報
酬
総

額
の
合
計
額
に
対
す
る
、
受
け
る
側

（主
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年
金

・
介
護
等
要
求
で
厚
労
省
交
渉

三
月

一
五
日
閃
午
後
か
ら
私
た
ち
こ
だ

ま
会
も
加
入
し
て
い
る
全
国
自
治
体
退
職

会
連
絡
会
は
年
金

・
介
護

・
健
保
制
度
の

改
善
を
求
め
、　
一
時
間
二
〇
分
に
わ
た

っ

て
交
渉
を
行
な

い
ま
し
た
。

改
善
要
求
項
目
の
主
要
な
点
は
次
の
内

容
で
、
参
加
者
か
ら
現
状
と
制
度
の
問
題

点
、
改
善
に
向
け
て
の
要
請
を
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
か
ら
は
、
年
金
局

・
労
健

局

・
保
険
局
の
各
係
長
が
出
席
、
要
請
に

は
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
が
、
具
体

的
解
決
に
向
け
て
努
力
す
る
発
言
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

◇
改
善
要
求
の
主
要
点

ｏ

「物
価
ス
ラ
イ
ド
」
を
理
由
と
し
た
年

金
引
下
げ
を
お
こ
な
わ
な

い
こ
と
。

・
基
礎
年
金
の
国
庫
負
担
を
た
だ
ち
に
国

会
決
議
ど
お
り
三
分
の

一
へ
も
ど
す
こ
と
。

・
共
済
年
金
と
厚
生
年
金
の

一
元
化
に
は

反
対
す
る
こ
と
。

・
介
護
保
険
制
度
を
国
民
の
老
後
を
真
に

保
証
す
る
制
度
に
改
善
す
る
こ
と
。

・
介
護
保
険
料
決
定
の
し
く
み
を
改
め
、

改
定
ご
と
に
値
Ｌ
げ
に
な
る
制
度
を
改
善

す
る
こ
と
。

・
高
齢
者
医
療
を

一高
怖
者
金
持
ち
説

・

に
よ
る
改
悪
を
し
な

い
こ
と

，

ｏ
新
た
な
高
齢
者
医
療
保
険
制
度
の
計
画

は
撤
回
す
る
こ
と
。
　

　

　

　

　

（加
藤
）

第
２
回

輝
け
高
齢
期

か
な
が
わ
の
集

い

２
月
１６
日
閃
横
浜
市
鶴
見
公
会
堂
で
第

２
回

「輝
け
高
齢
期
か
な
が
わ
の
集

い
」

が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
昨
年
３
月
に
定
年
退
職
し
た
の
で
、

当
面

「半
額
状
態
」
の
年
金
で
第
二
の
人

生
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
私
た
ち
と
こ

れ
に
続

い
て
退
職
を
迎
え
る
世
代
は
、
こ

の

「半
額
状
態
」
が
長
く
続
き
、
さ
ら
に

半
額
年
金
そ
の
も
の
の
支
給
が
６５
歳
ま
で

先
送
り
さ
れ
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
に
は
、
医

療
や
介
護
制
度
は
小
泉
構
造
改
革
路
線
で

「
な
ん
で
も
民
間
丸
投
げ
」
で
全
部
自
己

責
任
に
な

っ
て
い
る
の
で
は
？
そ
ん
な
不

安
が
あ
り
、
高
齢
者
運
動
に
期
待
し
つ
つ

参
加
し
ま
し
た
。

い  ン  デ

も ポ イ

退
職
し
て
き
た
直
前
の
現
場
で
は
第
三

七
ク
タ
ー
の
統
廃
合
に
始
ま

っ
て
、
市
町

村
合
併
、
道
州
制
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
、
指
定
管
理

者
制
度
、
特
区
、
市
場
化
テ
ス
ト
な
ど
激

変
す
る
情
勢
に
職
場
が
振
り
回
さ
れ
、
若

い
世
代
ほ
ど
戸
惑

い
が
深

い
よ
う
で
し
た
。

の
ん
び
り
、
ゆ
っ
た
り
を
期
待
し
て
い
た

年
金
暮
ら
し
は
そ
れ
に
反
し
て
、
消
費
税

増
税
、
介
護
保
険
制
度
見
直
し
、
高
齢
者

医
療
制
度
の
導
入
、
厚
生
年
金
と
共
済
年

金

の
合
併
問
題
に
加
え
て
、
若
年
層
の
不

安
定
一展
用
と
失
業
問
題
が
深
刻
な
こ
と
か

ら
、
わ
が
国
の

「年
金
制
度
」
そ
の
も
の

の
崩
壊
も
視
野
に
入
れ
る
く
ら
い
の
不
安

状
況
に
あ
る
の
で
は
、
と
思

っ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
わ
け
で
私
と
し
て
は
、　
一
つ
二
つ

の
催
し
は
結
構
と
し
て
も
長
々
と
歌
、
踊

り
が
続
く

の
に
あ
き
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

（鳥
居
）

百桶
見
上
腸
倒
里

・
教
育
基
本
法
働
は
国
民
の
学
習
権
を
奪

う
も
の
。
家
永
教
科
書
裁
判
を
想
い
起
し

て
い
ま
す
。

・
『文
化
と
集
回

の
論
理
』

甲

井
正

〓

を
再
読
。
％
世
紀
前
、
こ
の

一
冊
に
活
動

の
指
針
を
得
ま
し
た
。
再
び
気
力
が
増
し

て
い
ま
す
。

・
暑
さ
に
立
ち
向
か
え
る
よ
う
、
健
康
に

気
を

つ
け
、
元
気
第

一
に
″
　

　

（木
村
）股
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